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■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2016年12月19日まで 

運 用 方 針 

｢東日本復興応援株式マザーファンド」(以下「マ

ザーファンド」といいます｡）受益証券への投資を

通じて、東日本大震災による東北地方を中心とし

た被災地域の復興および震災後の新たな国づくり

に貢献することが期待される企業の株式に実質的

に投資することにより、復興の一翼を担い、社会

貢献を目指すとともに信託財産の積極的な成長を

目指して運用を行います。  

主要運用対象 

東日本復興応援

株 式 フ ァ ン ド 

(ベビーファンド) 

マザーファンドの受益証券を

主要投資対象とします。 

東日本復興応援

株式マザーファンド 

(マザーファンド) 

わが国の金融商品取引所に上

場されている中小型株式を主

要投資対象とします。 

組 入 制 限 

東日本復興応援

株 式 フ ァ ン ド 

(ベビーファンド) 

株式への実質投資割合には、制

限を設けません。 

外貨建資産への投資は行いま

せん。 

東日本復興応援

株式マザーファンド 

(マザーファンド) 

株式への投資割合には、制限を

設けません。 

外貨建資産への投資は行いま

せん。 

分 配 方 針 

毎決算時（原則として12月17日。休業日の場合は

翌営業日）に、基準価額水準等を勘案して委託会

社が決定します。ただし、分配対象額が少額の場

合には分配を行わないことがあります。 

●約款変更のお知らせ 

2014年12月1日付にて下記の約款変更を行いました。 

・デリバティブ取引等にかかる投資制限に関する条項を新設。 

・信託契約の解約ならびに信託約款の重大な変更にかかる書面決議

の成立要件に関する変更。 

・信託契約の解約ならびに信託約款の重大な変更にかかる書面決議に

反対した受益者について受益権買取請求の不適用の条項を新設。

・運用報告書に記載すべき事項の提供に関する条項を新設。  

 
 
 
 

東日本復興応援株式ファンド 

（愛称：ニッポンの絆） 

追加型投信／国内／株式 

運用報告書 (全体版) 
 

第３期 

（決算日：2014年12月17日） 

 

受益者のみなさまへ 

平素は、格別のお引立てにあずかり厚く御礼申し上

げます。 

さて、「東日本復興応援株式ファンド（愛称：ニッポ

ンの絆）」は、2014年12月17日に第３期決算を行いまし

た。ここに、期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申し

上げます。 

 

 

ＢＮＹメロン・アセット・マネジメント・ジャパン株式会社 
東京都千代田区丸の内１丁目８番３号 

丸の内トラストタワー本館 

<運用報告書に関するお問い合わせ先> 

ドキュメンテーション部 

電話番号：03-6756-4600（代表） 

受付時間：営業日の９：00～17：00 

ホームページ  http://www.bnymellonam.jp/ 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

東 証 株 価 指 数
( Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ ) 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2011年12月７日 10,000 － － 738.01 － － － 5,409

１期(2012年12月17日) 10,890 0 8.9 807.84 9.5 95.3 － 12,499

２期(2013年12月17日) 15,771 0 44.8 1,232.31 52.5 95.6 － 9,797

３期(2014年12月17日) 18,485 0 17.2 1,352.01 9.7 95.9 － 8,414
 
（注１）当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注２）株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額

東 証 株 価 指 数
( Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ ) 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率

 騰 落 率  騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2013年12月17日 15,771 － 1,232.31 － 95.6 －

12月末 16,600 5.3 1,302.29 5.7 95.6 －

2014年１月末 16,257 3.1 1,220.64 △ 0.9 95.6 －

２月末 16,311 3.4 1,211.66 △ 1.7 96.0 －

３月末 16,510 4.7 1,202.89 △ 2.4 95.9 －

４月末 16,398 4.0 1,162.44 △ 5.7 96.4 －

５月末 16,566 5.0 1,201.41 △ 2.5 96.0 －

６月末 17,996 14.1 1,262.56 2.5 96.3 －

７月末 18,863 19.6 1,289.42 4.6 96.4 －

８月末 19,215 21.8 1,277.97 3.7 95.5 －

９月末 19,223 21.9 1,326.29 7.6 95.5 －

10月末 18,651 18.3 1,333.64 8.2 95.4 －

11月末 18,833 19.4 1,410.34 14.4 96.2 －

(期  末)   

2014年12月17日 18,485 17.2 1,352.01 9.7 95.9 －
 
（注１）騰落率は期首比です。 
（注２）当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注３）株式先物比率は買建比率－売建比率。 
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市場概況 
期初より日本の株式市場は、日米景気指標の好転やイエレン次期FRB議長の米国の量的金融緩和政策の長期

化表明や円安トレンドなどから上昇しました。新興市場においても個人投資家を中心に物色意欲が強い状況は

続き、優遇税制終了に伴う投資家の売り圧力が和らいで以降、成長期待の強い新興成長銘柄や値動きの軽い銘

柄などへ資金が向かう動きが強まりました。 

しかしながら、2014年1月後半には、アルゼンチンペソ急落や中国製造業購買担当者景気指数（ＰＭＩ）悪

化を発端とした新興国に対する不透明感、消費税引き上げによる国内景気悪化懸念などから調整局面に入りま

した。新興市場においても前年から大きく上昇していたインターネットやゲーム、バイオ関連などの新興成長

銘柄を中心に幅広い銘柄に売りが強まりました。特にインターネット、バイオ関連が中心の東証マザーズ指数

が大きく下落するなど、成長期待の強い新興市場銘柄の調整が続きました。 

5月以降は、中国ＰＭＩの好転や年金積立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ）の日本株投資枠拡大報道な

どにより、新興市場においても、値動きの軽い中小型・新興成長銘柄への資金流入が強まりました。ロボット

関連やゲーム、通信、燃料電池車などテーマ性があり、業績の拡大が見込まれる銘柄を中心に売買が活況とな

り、6月下旬にかけて株価は大きく上昇する展開となりました。 

10月末には日銀が追加金融緩和策を発表し、消費税引き上げ延期や解散総選挙などが決定された結果、円安

進行や第2弾アベノミクスへの期待が浮上し、堅調さを増す動きとなりました。新興市場においても、堅調な

動きとなったものの、円安基調の進展等による主力輸出関連株など大型株への資金シフトの流れもあって、新

興市場の主力銘柄の戻りは鈍く、大型株との比較で上値の重い動きが継続しました。期末にかけては原油先物

相場の急落等を受けて、世界的に株式相場が軒並み下落する動きとなり、国内株式市場においても世界経済の

先行き警戒感から利益確定売りが強まりました。 

 

基準価額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
当期の基準価額は、期首15,771円で始まり、期中安値15,149円（2014年2月4日）、期中高値19,454円（2014

年9月29日）を経て、期末には18,485円となりました。 

その結果、期中騰落率は17.2％の上昇となりました。なお、東証株価指数（TOPIX）の期中騰落率は9.7％の

上昇となりました。 
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基準価額の主な変動要因 
（上昇要因） 

・2013年12月末の優遇税制終了に伴う投資家の売り圧力が和らいで以降、成長期待の強い新興成長銘柄や

値動きの軽い中小型銘柄などへ資金が向かう動きが強まったこと。 

・復興本格化などに加え、2020年の東京オリンピック開催へ向けて、建設セクターを中心にインフラ関連

企業の業績改善期待が強まったこと。 

・10月末に日銀が追加金融緩和策を発表し、政府が消費税引き上げ延期や解散総選挙などを決定した結果、

円安進行や第2弾アベノミクスへの期待が浮上したこと。 

 
（下落要因） 

・新興国に対する不透明感、消費税引き上げによる国内景気悪化懸念などが尾を引く状況の中で、ウクラ

イナ情勢の緊迫化などの地政学リスクがマイナス材料となり、国内株全般で調整局面が続いたこと。 

 

運用概況 
運用の概要 
当ファンドは、「東日本復興応援株式マザーファンド」受益証券への投資を通じて、東日本大震災による東

北地方を中心とした被災地域の復興および震災後の新たな国づくりに貢献することが期待される企業の株式

に投資することにより、復興の一翼を担い、社会貢献を目指すとともに信託財産の積極的な成長を目指して運

用を行いました。以下は当該マザーファンドの運用概況です。 

 

組入比率 
期の後半にかけて国内株全般に先高期待が強まる状況となる中で、投資環境を慎重に見極めながら、被災

地域の復興状況や組入銘柄のファンダメンタルズ等に応じて銘柄入替えを行い、組入れ比率は概ね90％以上の

高位組入比率で推移させました。 

 

業種・銘柄 
運用の基本方針に則り、復興を時間軸でも捉えるとともに、復興の進捗状況等を見極めながら被災地の復

興、新しい国づくりに貢献する中小型銘柄による最適なポートフォリオ構築を目指しております。国内外の投

資環境を注視しながら銘柄選別を継続し、ファンダメンタルズなどに変化が見られた銘柄等については売却を

行ったほか、大幅な株価上昇がみられた銘柄については利益確定による売却も行いました。期末のポートフォ

リオは電気機器、サービス業、機械、建設業セクターを中心とした16業種52銘柄で構成しております。なお、

当期において組入れた主な銘柄は、イーサポートリンク（2493）、古河機械金属（5715）、ＴＨＫ（6481）など

であった一方、株価上昇等から、不動テトラ（1813）、丸一鋼管（5463）、マックス（6454）などの利益確定を

行いました。 
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収益分配 
当期の収益分配については、見送りとさせていただきました。分配に充てなかった収益につきましては、信

託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第３期 

2013年12月18日～ 
2014年12月17日 

当期分配金 － 

(対基準価額比率) －％

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 8,485 
 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

今後の運用方針 
（投資環境の見通し） 

期末にかけては、原油価格急落や、大きく株価が上昇した反動等もあって、短期的に金融市場は不安定な

状況となりましたが、12月14日投開票の衆院選で自民党・公明党が絶対的安定多数を確保し、安定した政治基

盤が確立されたこと等もあって、国内のファンダメンタルズは改善傾向が継続し、為替の円安傾向持続から企

業業績への期待も今後強まっていくことが見込まれます。 

当ファンドの主要投資先である中小型株の投資環境についても改善基調が徐々に強まっていくことが想定

されます。東日本大震災からの本格復興、「新しい東北」の創造へ向けた動きに加えて、2020年東京オリンピッ

ク、2027年リニア新幹線（トンネル・地下構造物、都心部再開発）、自動運転アシストシステム、ウエラブル

端末、ロボット・FA関連、訪日外国人消費関連、介護・高齢者医療関連、水素関連ビジネスなど、中長期で日

本における新しい国づくりへの貢献が期待されるテーマが多く存在し、関連する中小型銘柄群の収益に寄与し

ていくことが見込まれます。今後は国内株式需給の改善も期待され、株価の出遅れ感が強まってきている中小

型・新興市場に対する投資家の注目度も高まっていくことを見込んでおり、株価再評価の動きが強まっていく

ことを期待しています。 

 
（今後の運用方針） 

当ファンドでは、前述の見通しを踏まえ、投資環境を慎重に見極めながら、被災地の復興、新しい国づくり

に貢献する中小型銘柄による最適なポートフォリオ構築を継続してまいります。また、東日本大震災による東

北地方を中心とした被災地域の復興および震災後の新たな国づくりに貢献することが期待される企業の株式

に投資することにより、復興の一翼を担い、社会貢献を目指すとともに信託財産の積極的な成長を目指して運

用を行ってまいります。今後とも変わらぬご愛顧を賜りますよう、宜しくお願いいたします。 
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○１万口当たりの費用明細 (2013年12月18日～2014年12月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

 
 

円 ％  

（a） 信 託 報 酬 333  1.890 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
   ※期中の平均基準価額は17,618円です。 

 （ 投 信 会 社 ） (171)  (0.973) 委託した資金の運用の対価

 （ 販 売 会 社 ） (152)  (0.863) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 10)  (0.054) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 19   0.109  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

 （ 株  式 ） ( 19)  (0.109) 

（c） そ の 他 費 用 4   0.021  (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.008) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印  刷 ） (  2)  (0.012) 目論見書、運用報告書等の印刷、交付等に係る費用 

 合 計 356   2.020   
 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数点以下第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2013年12月18日～2014年12月17日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
東日本復興応援株式マザーファンド 286,986 556,420 1,963,813 3,474,385
 
（注）単位未満は切り捨てです。

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○株式売買比率 (2013年12月18日～2014年12月17日) 

 

項 目 
当 期 

東日本復興応援株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 7,700,281千円
(b) 期中の平均組入株式時価総額 8,572,443千円

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.89  
 
（注１）（ｂ)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。

（注２）単位未満は切り捨てています。 
 

○利害関係人との取引状況等 (2013年12月18日～2014年12月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。

 

○組入資産の明細 (2014年12月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

東日本復興応援株式マザーファンド 5,982,902 4,306,075 8,405,889
 
（注）口数・評価額の単位未満は切り捨てです。 
 

○投資信託財産の構成 (2014年12月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

東日本復興応援株式マザーファンド 8,405,889 98.8

コール・ローン等、その他 98,972 1.2

投資信託財産総額 8,504,861 100.0
 
（注）評価額の単位未満は切り捨てです。 
 

 

親投資信託残高 

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2014年12月17日現在) 

項 目 当 期 末

  円

(A) 資産 8,504,861,372  

 コール・ローン等 1,395,358  

 東日本復興応援株式マザーファンド(評価額) 8,405,889,926  

 未収入金 97,576,088  

(B) 負債 90,282,613  

 未払解約金 6,067,230  

 未払信託報酬 83,237,508  

 その他未払費用 977,875  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,414,578,759  

 元本 4,552,028,981  

 次期繰越損益金 3,862,549,778  

(D) 受益権総口数 4,552,028,981口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 18,485円
 
（注１）当ファンドの期首元本額は6,212,412,122円、期中追加

設定元本額は749,158,472円、期中一部解約元本額は

2,409,541,613円です。 
（注２）１口当たり純資産額は1.8485円です。 
 

○損益の状況 (2013年12月18日～2014年12月17日) 

項 目 当 期

円

(A) 配当等収益 1,814  

受取利息 1,814  

(B) 有価証券売買損益 1,258,945,027  

売買益 1,539,493,033  

売買損 △  280,548,006  

(C) 信託報酬等 △  167,725,789  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,091,221,052  

(E) 前期繰越損益金 1,652,976,015  

(F) 追加信託差損益金 1,118,352,711  

(配当等相当額) (    398,659,567) 

(売買損益相当額) (    719,693,144) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,862,549,778  

(H) 収益分配金 0  

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,862,549,778  

追加信託差損益金 1,118,352,711  

(配当等相当額) (    400,004,917) 

(売買損益相当額) (    718,347,794) 

分配準備積立金 2,744,197,067  
 
（注１）損益の状況の中で(Ｂ)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注２）損益の状況の中で(Ｃ)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注３）損益の状況の中で(Ｆ)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注４）分配金の計算過程 

計算期間末における費用控除後の配当等収益(106,972,478

円)、費用控除後の有価証券売買等損益額(984,248,574円)、信

託約款に規定する収益調整金(1,118,352,711円）および分配準

備 積 立 金 （ 1,652,976,015 円 ） よ り 分 配 対 象 収 益 は

3,862,549,778円（10,000口当たり8,485円）ですが、当期に分

配した金額はありません。 

（注５）運用の指図に係る権限を委託するために要する費用として委託

者報酬から支弁している額；信託財産に属する親投資信託の受

益証券の時価総額に、年0.55％（税抜）を乗じて得た額 
 

 

○分配金のお知らせ  

 

 当期の分配金はございません。 
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